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セネガル共和国力オラック市におけるボランティア活動の報告

辻彩，北野香，松下明日香

鳴門教育大学大学院

1.はじめに

セネガル共和国は，西アフリカ，サハラ砂漠西南

端に位置する国であり， Education For Allダカール

枠組み条約を締結した地としても知られる固である

人口約 1310万人のうち，約95パーセントがイスラ

ム教徒(ムスリム)である 公用語としてフランス

語，ウォロフ語が指定されているほか，各民族の言語

が生活では使用されている 私たちは， 2014年3月

3日何)から 3月28日幽まで，国際協力機椛(Jap叩

International Cooperate Agency，以下JICA)大学連

携短期ボランテイア派逃を通じて，セネガル共和国カ

オラック県カオラック市おいて教育支援活動を行った

配属先のカオラック市教育委只会は，市内の教育行政

を担う機関であり，幼稚凶，小学校，中学校を統括し

ている 同教育委員会の ]ICAの援助受入れはこれま

でもあったが，今回のような短期派巡の隊員は初めて

の受入れとなった

私たちの主な活動内容は，既に長期隊員として現地

で活動されている Aさんの補完役として現地の幼児

教育活動を支援することであった Aさんは，日本

の幼稚園教諭として勤務した後，]ICAを通じてセネ

ガル共和国の教育活動に参加していた 隊員の任期2

年間のうち，既に 1年以上現地の幼稚園4圏で教員へ

の助言や教育活動を続けている 1週間のうち月曜日

から金曜日までの週5日が活動日であり， 1日1凶を

目安に毎日ローテーションしながら活動を続けていた

2.活動先の幼稚園の様子

幼稚園4園の概要を紹介する I幼稚園は，年長の

lクラスのみを設世しており，児童数は 40人の小規

模な園であった 園は小学校の 1室に設置されており

日本の幼稚園とは異なり建物の外壁には飾りやペイン

トなどはなく，非常に簡素な建物の中にあった 凶は，

担任教員 l名，補助教員 l名の合計2名で運営されて

おり 1 園長は，小学校校長と兼任していた

B幼稚園， p幼稚園は，ワッド前大統領の政策で設

置された幼稚園である.そのため， B幼稚園と P幼

稚園の建物は非常に類似しており， 6角形の形をした

大きな教室2つで構成されていた E幼稚園の建物の

外壁にはうさぎやきつねの絵がベイントされていた

B幼稚園では，年長，年中，年少がありそれぞれlク

ラスずつ，合計3クラスが設置されていた lクラス

あたりの児童数は 30名ほどであり 1 各クラスは教員

が2名(担任1名，補助 l名)で指導されていた 園

では年中と年長を 1つの教室で指導しており， 2クラ

ス合同で活動するときもあれば，分けて活動すること

もあった

P幼稚園は，年長，年中，年少クラスを lクラスず

つ設世しており，それぞれ30名ほどの人数であった.

教員は，凶長，各クラス担当教員 1名，補助教員も l

名であった 補助教員はI幼稚園やB幼稚図と異な

り常に特定のクラスにつきっきりという状態ではなく，

基本的には担当教員がl名て、指導している状態だった。

K幼稚園は，高校の敷地内に設置されている幼稚園

で，児童の数がlクラスあたり 10名ほどだった 年少，

年中，年長とそれぞれlクラスずつあり，教室数もそ

れに応じて分けられていた.教員は，園長と担当教員

が各クラス l名ずつおり，合計4名の教員で運営して

いた

凶ごとに時間の管理の方法は様々であったが， B幼
稚園の活動を参考に幼稚凶での l自の活動の流れを表

1にまとめfこ.

B幼稚園を含むすべての幼稚園では，フランス語を

教授言語として使用していた 文字の練習ではフラン

ス語のアルフアベを書くための最初のステップとなる

記号を書く練習をしており，歌もフランス語で歌われ

ていた しかし生活ではウォロフ語を使用している

児童にとってはフランス語を習得することは容易では

ない そのため，いずれの凶でも指導を補助するため

の言語としてウォロフ語を使用していた また， B幼
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表 1 幼稚園Bの1日の年長クラスの活動内容

8: 00 登因した児童から自由に遊ぶ.

8: 30 あいさつ，今日の日付の確認などを行う。

8・40 歌，ダンス，タムタム(太鼓)の練習をする

9: 00 運動場へ出る

かけっこや，輪になって全員でダンスを行う

9・35 室内へ戻り小休憩をとる.御座を敷いた床のよに寝転がり休憩をとる

9・45 歌，ダンスをする

9: 55 3つのグループに分かれて活動する.

グループ1 テキストを使って文字の練習やぬりえをする

グループ2・石板を使って文字の練習をするー

グループ3 ままごとや，お庖屋さんごっこ，人形を使って遊ぶ

グループは30分ごとに交代する.

11 : 00 おやつを食べる 自由時聞をとる.

12: 00 児童の一部は机で文字の練習を行う

12: 30 イスラム教育を受ける

13: 00 退園する。

ドザe

稚園と P幼稚園ではイスラム教育が外部の教員(聖

戦者)によって行われていた 内容は，コーランを暗

唱するというものであったが， B幼稚園では全児童が
イスラム教育を受けており， P幼稚園では他宗教(キ

リスト教など)の児童らは別の活動をしていた 他宗

教の児童らは，同時間に教室の外で教師や児童同士で

遊びながら過ごしていた

3.私たちの活動内容

月曜日から金曜日は1日1園で教育支援活動を行っ

た 実際の活動期間は2週間だったため l週日は主に

観察や教材作りの補助，日本の紹介を行い， 2週目に

児章への支援や教師らへの提案を行った

1週目は自己紹介も兼ねて日本の紹介を紙芝居と

ペープサートを用いてフランス語で行った.日本の位
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置や気候，食事，衣服，住居の紹介だけでなく，徳島

の伝統的な踊りのーっとして阿波踊りを紹介した フ

ランス誇では理解できない児童のために，私たちがフ

ランス語で話l.各担当教員にウォロフ語に訳しても

らい内容を理解してもらった児童らは歌やダンスに

興味関心があり，阿波踊りの紹介では一緒に踊り，か

け声を出した また，長期隊員Aさんの提案で.I幼

稚園では簡素な校舎に壁画を措く活動を児童や教員と

実施した 以前から，教員やAさんは外壁が簡素なこ

とが気になっており，児童たちが楽しんでユ登園出来る

ことを目的に今回の外壁ベ〈ントの活動を行った.デ

ザインは私たちが行い，セネガルの固樹であるパオパ

ブを中心に世界各国の子ーどもたちが手をつないでい

る絵を壁に下書きした ペンキを初めて使う児童がほ

とんどであり，児童らは下絵に色付けしていく活動を

行った ペンキは，園から一部支給してもらい，残り
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をAさんが用意した ベンキの刷毛は予算が足りない

ため，現地のセイラー(仕立て屋)から布の切れ端を

もらいそれを木の榛に巻きつけて刷毛の代用道具を作

成した 幼稚凶の児主だけでなく併設されている小学

校児童も初めて見る活動だったので，休み時間には園

の外壁の周りには多くの児~fjl_.教員らが集まっていた

4.観察から得た課題

l週目の観察から以下の5点の課題が見受けられた

①教師は Guidebook (指導の指針)に沿って忠実

に指詳しているが，指導指針に記ilLtされている救材ー

が揃わなかった場合はその活動を行わない

② Guide bookにはグループ活動の時のグループ数

が明確に記iI止されていた そのため，それに従って

グループ活動をさせていた. しかし，教員の数に対

してグループの数が多いため，グループによっては

教師がいないままで児荒だけで活動をしているグ

ループがあった.また，児童にとっては長時間教員

なしで同じ活動を統けさせられているため，飽きて

じまい，走り回る，児:ìì!~同士で駈雌をするなどが方々

で起きてしまっていた

③ P幼稚凶と B幼柳!事|では教室数が不足しており，

年長と年中が|可じクラスで授業を受けていた 年長

の児武が文字制官を行っている時間と年中が教室内

で太鼓を叩く活動が同時にi並行している状況があっ

た このような状況が日々続いているため，児Iもた

ちはそれぞれの活動に集中できていない

④ 3凶の幼稚山lでユは，担任以外の補助教101がおり，

中には児li'~の活動内容を把振できていない，指導す

る上で児混在叩く，怒川ることも散見された

⑤各幼稚凶では，海外からf互助物資(!.IA仮や本など

の教材)がいくつも導入されていた しかし，その

多くは活用されておらず合成にittかれたままか，あ

るいは本来の用途とは異なる扱いをされていた.例

えば.ifij生教育の絵本が児武人数分あったが，それ

らは下じきとして使用されていた.

-1d 

以上が観察から私たちが見出した課題であるが，こ

れらに対して以下の提案活動を 2週日に行った すべ

ての課題に対して活動を提案することは困難だったた

め，課題②に重点をおき 1 提案をした.課題②では，

教師の数に対してグループの数が多かったため，グ

lレープによっては教師がいないまま児l'i'iだけで活動を

しているグループがあった また，活動に飽きた児童

らが教室内外を走り回ったり，位|曜をしたりという

問題が方々で起きていた グループの数については

Guide Bookに記載されていたため，私たちがそのき

まりを変更することはできないと判断した. したがっ

て，グループ数を変えず児市らが飽きずに，楽しみな

がら続けられる教材と活動を考え抜案した 活動の内

容によっては現地教民らに負担がかかってしまう可能

性もある 数民らの負担が少なく，予引ーも安価で済む

ものを 2つ挺栄した. 1つ自は.r迷路あそび」であ
る ~Æ荒らが九く文字は Guide Bookに定められてい

るため，その中に11;かれている文字をなぞっていけば，

ゴ}ルにたどり消けるという教材を提策した 文字の

問には，日 'r;~'生活で測しんで5いる動物や食べ物を描き 1

また迷路の綿Miも松数用l:i:した 2つ自の活動は，児
ij'i:全nでlつの作品を完成させる活動である これも，
Guide Bookに記枕されている文字を題材にして提案

した活動である この活動のねらいとしては，文字を

練習する活動を児盗らが飽きずに続けることができる

ことを目標にした 活動を3段階に分け，文字をm:く，
色を塗る，のりで作品を大きなf~1 :ìilikd~に貼っていくと

いう活動を迎して，全員で一つの刊一品を完成させるこ

とを従架した 挺案は|重l長や担当数民に対して行わ
れ.$xF-!らも一緒に準備してもらえるものを選択して
もらった 一緒に準備してもらう目的は1 私たちゃ長

期隊員の支援なしでも，自分たちだけで教材づくりを

してもらうためである この提案活動は.P幼稚閣と

K幼稚凶で行った 2聞とも，抗栄した活動を受け入

れてくれ.2迎自の朝に準備を行った.必要な道具は，

色鉛策，のり，紙だげで，教員の準備としては紙を切り，

文字を書くための術助線を引くということであった。

113 



辻彩1 北野香，松下明日香

¥. ~ l ~いIU'ITA

ず
河
川
内
川

pv

、

同

h
f
4
1
~

山

町

一

n
勺
元

町

一

応

崎

町

、

‘

阿

川

ψ

1

p

剛

Jr

持

'Jueu‘

岨

m

f

p

.

v
￥
de
山‘，

r
，い

U

喧
守
電
H

!
 1
 

1
1
 

9

J

a

 

l
 

-
-
a
 

ー

〆

川

「

い

い

J
A
U恥
川

r

，
d

、
a

・
t
j

c 

要性を実感したりしなければ，いくら提案しでも活動

は継続されず，自主的に行われない 物事は表裏一体

であり， 1つの価値観や側面で見ていてはわからない

こと，乗り越えられない課題があるということがわか

り，多面的な視野の重要性とそこにいる人々や習慣に

合わせていく柔軟性が必要だということを今回の活動

を通して学んだ

今回のボランティア活動は短期間であったが，現地

の幼児教育や生活の実情を幅広く見ることができた

日本て、は当たり前とされていることが1 セネガル共和

国では当たり前ではないということを痛感し，国民性，

価値観，習慣，宗教によって「正しいこと」や「良い

こと」が変わってくるということも実感した 毎日

40'tの気温や生活環境の中で児童を指導するのは容易

ではない しかし，セネガルの教員の多くはこのよう

な厳しい状況の中で教育の大切さや児童のことをよく

考えて指導していることがわかった 他国で良いとさ

れている方法をセネガルに当てはめるのではなく，セ

ネガルの状況をきちんと見極めることが今後教育支援

や教育援助を行っていく上で大切だということに気が

付くことができた 現場の教員自身が活動や指導の必

おわりに5. 
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